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新年度生徒会役員の抱負 

生
徒
会
長 

志
田 

春
翔 

さ
ん 

 

 

僕
は
、
さ
ら
に
こ
の
中
学
校
を
良
い
も
の
に
す
る

た
め
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。
生
徒
会
長
は
大
き
な

責
任
が
伴
う
た
め
、
緊
張
や
不
安
な
ど
心
配
な
こ
と

が
多
々
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
立
候
補
し
た
四

人
の
公
約
は
、
よ
く
似
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
副

会
長
と
し
て
み
な
さ
ん
に
承
認
さ
れ
た
谷
川
さ
ん
、

山
田
さ
ん
と
同
じ
方
向
で
活
動
で
き
そ
う
な
の
で
、

と
て
も
安
心
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
緒
に
立
候
補

し
た
齋
藤
さ
ん
や
応
援
し
て
く
れ
た
佐
久
間
さ
ん
も

生
徒
会
に
協
力
し
て
く
れ
る
の
で
心
強
く
思
っ
て
い

ま
す
。 

 

一
年
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
す
が
、
こ
れ

ま
で
先
輩
が
作
り
上
げ
て
き
た
一
中
を
受
け
継
ぎ
、

「
一
人
一
人
が
意
見
を
言
え
る
学
校
」
を
作
る
と
と

も
に
「
全
員
の
た
め
に
動
け
る
生
徒
会
」
を
目
指
し

ま
す
。
お
互
い
が
お
互
い
の
た
め
に
動
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
一
中
は
さ
ら
に
良
い
方
向
に
向
か
っ
て
進

む
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。
全
員
が
ワ
ン
・
フ
ォ

ー
・
オ
ー
ル
の
気
持
ち
で
、
さ
ら
に
良
い
学
校
を
一

緒
に
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

男
子
副
会
長 
谷
川 

典
汰 

さ
ん 

 

僕
が
副
会
長
に
な
っ
て
実
行
し
て
い
き
た
い
こ
と

は
二
つ
の
「
シ
ン
カ
」
で
す
。
一
つ
目
の
「
新
化
」

と
は
、
生
徒
一
人
一
人
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
校
則

の
改
正
や
空
き
教
室
の
開
放
な
ど
を
進
め
、
学
校
を

変
え
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、 

ル
ー
ル
が
な
く
て
も
自
分
自
身
で
考
え
行
動
で
き
る

生
徒
が
た
く
さ
ん
い
る
学
校
を
作
っ
て
い
き
た
い
で

す
。
二
つ
目
の
「
進
化
」
と
は
、
誰
も
が
活
躍
の
で

き
る
場
所
の
設
置
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
す
。
他
人

と
の
交
流
の
中
で
自
分
の
意
見
が
発
表
で
き
、
他
人

を
認
め
合
え
る
よ
う
な
生
徒
を
増
や
す
た
め
に
、
い

じ
め
見
逃
し
ゼ
ロ
ス
ク
ー
ル
や
全
校
レ
ク
な
ど
、
他

学
年
が
集
ま
れ
る
場
を
設
置
し
て
い
き
ま
す
。 

 

今
あ
る
学
校
の
現
状
に
と
ら
わ
れ
ず
、
一
中
の
良

い
と
こ
ろ
は
よ
り
良
く
し
、
改
善
点
は
学
校
が
新
化

し
て
い
け
る
よ
う
に
変
え
て
い
き
ま
す
。 

 

女
子
副
会
長 

山
田 

育
実 

さ
ん 

 

一
年
間
、
生
徒
会
副
会
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
山
田
育
実
で
す
。 

私
は
、
今
ま
で
選
挙
活
動
を
支
え
て
く
れ
た
み
な

さ
ん
の
お
か
げ
で
当
選
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
立

会
演
説
会
で
公
約
に
挙
げ
た
、
異
学
年
交
流
を
活
発

に
し
、「
人
に
寄
り
添
い
、
人
の
た
め
に
行
動
す

る
」
一
中
を
、
み
な
さ
ん
と
と
も
に
創
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今
年
度
は
、
生
徒
会
本
部
と
し
て
戸
惑
う
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
来
年
度
は
生
徒
を
引
っ
張
っ
て
行

く
た
め
に
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。 

最
後
に
、
一
年
後
、「
こ
の
人
が
副
会
長
で
よ
か

っ
た
」
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

十
二
月
十
四
日
（
木
）
午
後
、
生
徒
会
役
員
選
挙
立

会
演
説
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
初
は
十
二
月
一
日

の
予
定
で
し
た
が
、
学
級
閉
鎖
の
関
係
で
大
幅
に
日

程
を
延
期
し
、
実
施
方
法
も
対
面
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

に
変
更
し
ま
し
た
。
様
々
な
変
更
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

立
候
補
者
・
責
任
者
は
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
大
変
立

派
に
選
挙
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
立
会
演
説
会
で
は
、

自
身
の
描
く
一
中
像
を
堂
々
と
述
べ
、
次
期
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
の
責
任
感
が
ど
の
候
補
者
か
ら
も
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
来
年
度
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。 
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な
お
、
選
挙
全
体
を
通
し
て
、
無
効
票
四
票
、
白
票

は
わ
ず
か
一
票
で
し
た
。
選
挙
管
理
委
員
会
の
熱
心

な
運
営
で
、
生
徒
会
に
対
す
る
全
校
の
意
識
が
よ
り

一
層
高
ま
り
ま
し
た
。 

左から 2年 2組谷川典汰さん、2年 1組

志田春翔さん、2 年 3組山田育実さん 
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【
栄
光
を
称
え
る
】 

☆
新
潟
教
育
ア
ー
ト
展 

優
秀
賞 

 
 

 
 

三
年
三
組 

小
熊 

亜
美
さ
ん 

奨
励
賞 

 
 

 
 

三
年
三
組 

廣
野 

雄
聖
さ
ん 

 

☆
税
の
作
文 

新
潟
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞 

三
年
一
組 

立
川 

結
賀
さ
ん 

 

☆
税
の
標
語 

新
潟
間
税
会
入
選 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
年
二
組 

児
玉 

珠
庵
さ
ん 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
年
三
組 

小
林 

玲 

さ
ん 

 

☆
南
区
「
家
族
ふ
れ
愛
」
川
柳
展 

家
族
ハ
ッ
ピ
ー
賞 

一
年
一
組 

阿
部 

悠
大
さ
ん 

愛
い
っ
ぱ
い
で
賞 

一
年
一
組 

薄
田 

美
空
さ
ん 

ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
賞
一
年
一
組
中
田 

琉
偉
さ
ん 

あ
る
あ
る
で
賞 

 

一
年
二
組 

小
林 

穂
月
さ
ん 

お
い
し
い
で
賞 

 

一
年
二
組 

野
内 

優
妃
さ
ん 

あ
る
あ
る
で
賞 

 

一
年
二
組 

湯
沢 

紗
良
さ
ん 

お
い
し
い
で
賞 

 
一
年
三
組 

阿
部 

颯
晄
さ
ん 

「
父
は
強
し
」
で
賞
一
年
三
組 

田
中 

陽
礼
さ
ん 

痛
か
っ
た
で
賞 

 

一
年
三
組 

星
野 

凛 

さ
ん 

 

☆
県
柔
道
新
人
体
重
別
大
会 

 

準
優
勝 

 
 

 
 

二
年
三
組 
小
林 

昊
暉
さ
ん 

 

第
三
位 

 
 

 
 

一
年
二
組 
小
千
田
曖
璃
さ
ん 

 

☆
新
潟
市
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会 

男
子
ダ
ブ
ル
ス
優
勝
一
年
一
組 

中
田 
琉
偉
さ
ん 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
年
三
組 

澁
谷 

聖 
さ
ん 

 

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝
一
年
一
組
上
原 

由
愛
さ
ん 

 

☆
新
潟
県
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会 

女
子
ダ
ブ
ル
ス
優
勝
二
年
一
組 

橋
本 

紗
希
さ
ん 

 
 

（
二
部
） 

 
 

二
年
二
組 

橋
本 

柚
希
さ
ん 

積
雪
時
・
凍
結
時
の 

登
下
校
に
気
を
つ
け
よ
う 

今
週
は
、
強
い
寒
波
の
影
響
で
悪
天
候
が
続
い

て
い
ま
す
。
積
雪
時
や
凍
結
時
は
、
自
転
車
通
学

を
止
め
、
安
全
な
方
法
で
登
下
校
し
て
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
自
家
用
車
で
送
迎
さ
れ
る
場
合
は
、
近
隣

の
渋
滞
緩
和
と
生
徒
の
安
全
確
保
の
た
め
、
次
の

点
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。 

◆
登
校
時
は
、
学
校
敷
地
内
や
正
門
付
近
に
停
車

せ
ず
、
離
れ
た
場
所
や
公
共
施
設
を
利
用
し
て

安
全
に
降
車
し
て
く
だ
さ
い
。 

◆
下
校
時
は
、
あ
ら
か
じ
め
時
間
と
場
所
を
打
合

わ
せ
て
お
き
、
学
校
か
ら
で
き
る
だ
け
離
れ
た

場
所
で
乗
車
し
て
く
だ
さ
い
。
や
む
を
得
ず
学

校
敷
地
内
で
乗
車
す
る
場
合
は
、
玄
関
前
を
避

け
校
門
付
近
で
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

よ
い
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い 

二
十
三
日
（
土
）
か
ら
十
七
日
間
の
冬
休
み
を
迎

え
ま
す
。
安
全
で
規
則
正
し
い
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
生
徒
に
は
事
前
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
保
護

者
の
皆
さ
ん
か
ら
も
お
子
さ
ん
の
生
活
表
に
目
を

通
し
て
い
た
だ
き
、
目
標
を
も
っ
た
生
活
を
送
れ

る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、
学
校
閉
庁
期
間
【
十
二
月
二
十
七
日
（
水
）

～
一
月
四
日
（
木
）】
は
、
電
話
対
応
は
行
い
ま
せ

ん
。
部
活
動
の
欠
席
連
絡
な
ど
は
、
顧
問
に
直
接

連
絡
す
る
か
欠
席
メ
ー
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 一
月
九
日
（
火
）
の
予
定
に
つ
い
て 

四
時
間
短
縮
授
業
に
変
更
し
ま
す
。
給
食
は
あ

り
ま
せ
ん
。
下
校
時
間
は
十
二
時
三
十
分
で
す
。

詳
細
な
日
程
は
、
学
年
だ
よ
り
な
ど
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。 
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ハ
ワ
イ
と
の
交
流
授
業 

十
二
月
六
日
（
水
）
、
ハ
ワ
イ
の
ア
イ
ラ

ン
ド
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
中

高
生
と
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会
を
行
い
ま
し

た
。
短
い
時
間
で
し
た
が
、
参
加
し
た
二
年

一
組
・
三
年
三
組
の
生
徒
た
ち
は
、
日
頃
の

英
語
学
習
の
成
果
を
生
か
し
て
、
積
極
的
に

交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

三
年
生 

生
き
方
を
学
ぶ 

十
二
月
十
三
日
（
水
）
、
三
年
生
は
ラ
ス

ペ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
生
き
方
講
演
会
を
行
い

ま
し
た
。
講
師
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
土
田
衛
さ
ん
。
ま
も
な
く

新
し
い
世
界
に
旅
立
つ
三
年
生
は
、
「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
つ
け
て
、
一
生
便
利

に
ト
ク
す
る
方
法
」
を
学
び
ま
し
た
。 

mailto:j602shirone1@city-niigata.ed.jp

